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声帯構造の単純化が音声言語の進化をもたらした
われわれは、ヒトに見られる単純な声帯への進化が、複雑な音声言語の礎となったことを明らかにした。言語の起源と進化は、数ある人類の
特性の中でも特に未解明な部分が多く残されているイベントの一つである。ヒトは、多様な母音や子音を一息の中で連続的に連ねて言語コ
ミュニケーションを行っている。一方、サル類は、声の大きさや高さ、長さなどを手かがりに音声コミュニケーションしている。本研究では、
サル類25属43種の摘出喉頭標本を用いた解剖学的解析をはじめ、行動学、神経科学、工学的実験、数値シミュレーションなど多様なアプ
ローチを総合して、サル類の声帯振動の特性を明らかにした。サル類の声帯には必ず、声帯膜という膜状構造が付加されている。この声帯
膜は、大きな音声や多様な声帯振動をつくるのに適している一方で、音声の安定性を損う。この声帯膜は、ヒトでのみ喪失している。われわ
れは、その単純な声帯が、長く安定した音声をつくるのに適していることを示した。逆説的であるが、人類は、声帯形態を単純化することで、
複雑に音素を連ねる音声言語の進化を導いたと考えられる。

時空を超えた共同研究の展開
本研究では、多くの喉頭標本を使用しています。それらは50年以上も
の歳月を経て受け継がれてきたもので、世界広しといえども、この研究
ができる場所は、霊長類学を総合的に展開してきた歴史を有する日本を
おいて他にありません。また、チンパンジーの声帯振動観察のデータ
は、先人が残してくれた遺産です。ウィーン大学をはじめとするヨーロッ
パの共同研究者との出会いと友情は、染色CTや吹鳴実験研究の端緒と
なりました。世代と場所を超えた共同研究をこのようなかたちで結実で
きて、チームみんなで喜んでいます。

図1：ヒトの声帯と、チンパンジーの声帯と声帯膜
ヒトとチンパンジーの声帯断面と声帯。左図は、それぞれ、右図の点線の断面。ヒトの声帯（vf）は断面が
滑らかで単純であるが、チンパンジーの声帯には声帯膜（vm）が付加されている。
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